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ごあいさつ 

 

⽇頃から、横浜市営地下鉄・市営バスをご利⽤いただきありがとうございます。 

 

横浜市営交通は、⼤正 10 年（1921 年）に市電を所管する電気局として事業を開始し、その後、昭

和３年にはバスの運⾏を開始しました。市電は昭和 47 年に開業した地下鉄にその役割を譲りました

が、関東⼤震災や第⼆次世界⼤戦、⾼度経済成⻑期の急激な⼈⼝増加や都市化など、変化する時代の

波を乗り越えながら、毎⽇、横浜のまちを⾛り続けてまいりました。 

近年の⼈⼝減少・超⾼齢社会の到来や、コロナ禍における⽣活様式の変化により、市営交通を取り

巻く環境も⼤きく変わりましたが、市営地下鉄・市営バスは１⽇約 87 万⼈のお客様にご利⽤いただ

くなど、市⺠のみなさまの⾝近な交通機関としての役割を担っています。 

 

 交通局では、「市⺠のみなさまの⾜として、安全・確実・快適な交通サービスを提供」することを

経営理念として、特に、交通事業の根幹である「安全」については、横浜市交通局安全⽅針に「安全

な運⾏の提供がお客様への最⼤のサービスである」と掲げ、この共通認識の下、交通事業管理者以下

全職員が安全確保を最優先して取り組んでまいりました。 

 

 この安全報告書は、令和４年度の私たちの安全に関する取り組みをまとめたものです。 

市営交通が市⺠のみなさまの⾜として、引き続き安⼼してご利⽤いただけるよう、全職員が⼀丸と

なって安全レベルの向上に取り組んでまいります。 

 

 

横浜市交通事業管理者 

三村 庄⼀ 
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